
0 

 

  

2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日まで 

2025 年度事業計画書

（案） 

 



1 

 

 

 

 

 

 

 

2025年度 基本方針 ································ 2 

事業期間 ····································· 2 

基本方針 ····································· 2 

1. 環境課題解決をめざした事業のコーディネート ··················· 3 

1-1 団体の総合的な支援 ····························· 3 

1-2 企業の SDGs活動支援 ··························· 3 

1-３ 行政支援 ································· 3 

2. 人材育成 ···································· 4 

2-1 講師及び委員の提供 ····························· 4 

2-2 近畿地方 ESD活動支援センターの運営 ···················· 4 

3. 助成財団の支援・連携 ······························ 5 

3-１ 助成サミットの開催 ···························· 5 

4. 環境・中間支援ネットワークの構築 ························ 6 

4-1 会員団体交流会 ······························· 6 

4-２ きんき環境館運営業務 ··························· 6 

4-３ ESD 近畿会議 ······························· 6 

4-４ 各種ネットワーク、会議、プロジェクト等への参画 ·············· 6 

5. その他 ····································· 7 

5-1 個別相談業務 ································ 7 

5-2 ホームページ、メールニュース、SNSによる情報発信・公開 ·········· 7 

運営体制······································ 8 

1 役員等の数 ·································· 8 

2 2025年度総会の開催 ····························· 8 

3 理事会の開催 ································· 8 

4 運営会議・プロジェクトチームの開催 ······················ 8 

会員の目標 ···································· 9 

 

 

  

もくじ 



2 

 

 

 

 

 

 

 2025年４月 1日～2026年 3月 31日 

 

 

ビジョン 

 

 

3年後のビジョン 

 

 

事業の方針 

 

 

 

  

事業期間 

基本方針 

人々の夢も、地球の夢も ～関わりあって、豊かな暮らし、生き方を～ 

・ 目的の異なる多様な主体が、共に持続可能な社会に向けて取り組んでいる社会 

・ 持続可能な地域のために、走り出した人が走り続けられる社会 

・ 地域の伴走支援 

理事等を含めた支援チームを立ち上げ、3件以上の地域の支援を実施する。 

 

・ 企業の本質的な SDGs活動の支援 

理事を中心に企業支援部門を立ち上げ 2件以上の企業支援を行う。 

 

・ 行政の環境施策や地域課題解決の支援 

行政からの委託事業等を通して、行政の施策を支援する。 

また、行政からの相談対応にも積極的に対応し、後追いを行う。 

 

・ 資金調達セミナーの実施 

体制的に、本年度すぐに資金調達セミナーの開催が難しい可能性が高いが、いくつかの財団と試

験的にセミナーを開催する、若手の団体に対してヒアリングを行うなど資金調達セミナーの実施

に向けた準備を進める。 

 

・ 近畿の情報交流会（行政、企業なども大きく巻き込む） 

過去に実施していた大規模な交流会実施ではなく、小規模な交流会または、大規模交流会に向け

た実行委員会立ち上げを今年度行う。 

2025 年度 

基本方針 
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団体の目的及び現状について対話を通じて把握する。活動（事業）・組織体制・財源を理解し、活動（事

業）が継続的に発展するよう課題解決に向けた支援を行う。特に、当法人がこれまで「資金調達セミナー」

や「助成サミット」を通じて得てきた資金調達に関する強みを活かし、資金調達の支援を中心に行う。各団

体の状況に応じて、資金調達の支援だけではなく、伴走支援、組織基盤強化の支援等を行う。 

 

 

 

 

 これまで培ってきた中間支援機能を活かし、企業の SDGs活動を支援する。 

 

 

 

 

 行政からの委託事業等を通して、行政の施策を支援する。また、行政からの相談対応にも積極的に対応し、

後追いを行う。 

  

1-1 団体の総合的な支援 

目的 各地の団体の活動を活性化することで、持続可能な地域・社会づくりに寄与する 

目標 理事等を含めた支援チームを立ち上げ、3件以上の地域の支援を実施する 

1-2 企業の SDGs活動支援 

目的 企業の本質的な SDGs活動の支援を行うことで、持続可能な地域・社会づくりに寄与する 

目標 理事を中心に企業支援部門を立ち上げ 2件以上の企業支援を行う 

1-３ 行政支援 

目的 行政の環境政策や地域課題解決の支援 

目標 支援行政数 1件 

1. 環境課題解決をめざした

事業のコーディネート 
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 当法人の取組や、理事の取組、各地域の取組を広く周知するために講師の派遣を行う。地域の計画策定

等に関する委員については、中間支援として必要な情報を提供するため、要請に応じて引き受ける。 

 

 

 

 近畿 ESDセンターの運営により、地域の環境活動やそのほかの活動と教育が結びつき、多様な人々が

学び合う場作りが近畿圏で促進できる状態にする。 

 

  

2-1 講師及び委員の提供 

目的 

① エコネット近畿の取組や各地域の取組を広く周知するために講師を派遣する 

② 地域の計画策定等に市民社会の意見を反映させるために、委員の提供を行う 

目標 講師及び委員の提供 10回 

2-2 近畿地方 ESD 活動支援センターの運営 

目的 ESDでの人材育成により、地域の活動や課題解決の促進につなげる 

2. 人材育成 
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 助成財団の助成金制度の運営時の課題解決やネットワーク構築を通し、環境活動がより促進されること

を目的として、助成財団が情報交流する場を提供する。助成財団とのネットワークを強化し、共に環境活動

が促進される助成制度の在り方、中間支援組織の協力、サポートの仕方を議論することで、より活動団体の

活動促進につながるように支援する。 

 次年度の意見交換から、資金調達セミナーの開催に関してニーズが確認できたが、体制面的に大規模な

セミナーをすぐに実施することは難しいため、試験的に小規模なセミナー開催などを検討する。また、若

手層の団体に対するヒアリング等を行い、財団の課題である助成先の新規獲得に向けて必要な対策を検討

する。 

 

 

  

3-１ 助成サミットの開催 

目的 

① 助成財団同士の情報交流の場の提供 

② 助成財団とのネットワーク強化 

目標 助成財団からの専門的な相談 

3. 助成財団の支援・連携 
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ここ数年で、各団体の活動状況等も変化が生じてきているものと考えるが、互いに状況を把握できていな

いところが多い。そこで、会員団体が集まり、情報共有し、ネットワークを構築する場を提供する。今年度

は、各団体の活動状況を知り、会員同士が改めてつながることのできる場を企画する。 

 

 

 

 環境省近畿地方環境事務所と協働で運営し、地域課題解決のハブとなるため、地域の様々な活動をしてい

る組織や人の情報や事例を集め、ニーズに合わせた情報提供、支援を行う。 

 

 

 

ESDや環境に関する中間支援団体が集まり、ESDに関わる知識と議論、団体交流の場づくりを行う。 

 

 

 

  

4-1 会員団体交流会 

目的 

① 会員の相互支援 

② 会員の活動（事業）の現状把握 

目標  

大規模な交流会実施ではなく、小規模な交流会または、大規模交流会に向けた実行委員会立ち上げを行

う 

4-２ きんき環境館運営業務 

目的 

① 近畿圏での中間支援機能について、情報、事例を集積する 

② それぞれに合わせた情報提供を行う 

4-３ ESD 近畿会議 

目的 

① 全国や近畿圏での同分野、他分野、セクターを越えたネットワークの構築 

② ESDに関する様々な情報の入手 

4-４ 各種ネットワーク、会議、プロジェクト等への参画 

目的 

① 全国や近畿圏での同分野、他分野、セクターを越えたネットワークの構築 

② 持続可能な社会の実現に向けた様々な情報の入手 

4. 環境・中間支援 

ネットワークの構築 
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環境情報や環境活動に関する質問及び相談を、電話・メール・来訪・訪問にて随時受け付ける。 

 

 

 

 

  

5-1 個別相談業務 

目的 

① 情報の提供、課題解決による環境活動の促進 

② ニーズに合わせた情報提供・広報協力・課題解決による信頼の獲得 

5-2 ホームページ、メールニュース、SNS による情報発信・公開 

目的 

① 人的資源、ネットワークを見せることで、中間支援としての信頼を獲得 

② 他団体、行政、企業の広報協力を行うことで、環境活動を促進 

③ 会員やつながりのある団体とのネットワークを強化 

④ エコネット近畿の支援方法をわかりやすく提示（支援メニューなど） 

目標 ホームページのアクセス数の増加 

5. その他 
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・理事長 1人 

・副理事長 2人 

・理事 9人 

・監事 2人 

 

 

【実施日時】2025年 6月 14日（土） 14：30～17：30 

【実施場所】エル・おおさか 本館 701（〒540-0031 大阪市中央区北浜東 3-14） 

【対 象 者】エコネット近畿 正会員 

【内  容】審議事項 

      第 1号議案 2024年度 事業報告書    承認の件 

      第 2号議案 2024年度 活動計算書、監査報告  承認の件 

      第 3号議案 2025年度 事業計画書（案）    承認の件 

      第 4号議案 2025年度 活動予算書（案）    承認の件 

           第 5号議案 役員選任  

 

 

・2025年度の理事会の開催については、年 4回以上とする。 

 

 

 

事業運営にかかわる事項について意見交換が必要な際に、事務局が召集・開催する。 

  

1 役員等の数 

2 2025年度総会の開催 

3 理事会の開催  

4 運営会議・プロジェクトチームの開催   

運営体制 
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現会員の活動フィールド訪問およびヒアリングを実施する。また、新しい職員の研修も兼ねて、希望する職

員も同行し実施することを検討する。 

また、訪問した団体の分野・テーマに関心がある人などを集めた各地での交流会や、会員を対象とした活動

報告の場を設けるなど、会員内外の交流の場の開催を、現会員と連携しながら検討する。 

 

会 員（団体・人） 
2022年度 

実績 

2023年度 

実績 

2024年度 

実績 

2025年度 

計画 

正 

会 

員 

団 体 32 30 27 27 

個 人 25 24 23 23 

企 業 2 2 2 2 

賛
助
会
員 

団 体 22 16 13 13 

個 人 20 20 18 18 

企 業 0 0 0 0 

会員数合計  101 92 83 83 

 

  

会員目標  

会員の目標 
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NPO法人エコネット近畿 

（特定非営利活動法人 近畿環境市民活動相互支援センター） 

〒533-0033 

大阪府大阪市東淀川区東中島 1 丁目 17-5 ステュディオ新大阪 223 号 

TEL：06-6881-1133 FAX：06-7777-2261 

Email：jimukyoku@econetkinki.org URL：https://econetkinki.org/ 


